
はじめに
ザイ リ ンクス Virtex™-4 エンジニア リ ング サンプル プログラムにご参加いただき誠にあ りがと う ございます。 このプロ
グラムでは、 Virtex-4 XC4VFX20CES4、 XC4VFX60CES4、 XC4VFX100CES4、 XC4VFX140CES4 FPGA のエンジニア リ ング
サンプルを提供致しており ます。 弊社では、 デバイスの品質において万全を期しており ますが、 このデバイスに以下のエ
ラ ッ タが確認されましたのでお知らせ致します。

該当デバイス
表 1 に、このエラ ッ タが該当する  XC4VFX20CES4、XC4VFX60CES4、XC4VFX100CES4、XC4VFX140CES4 デバイスを示します。

ハードウェア エラッ タの詳細
このエラ ッ タの発行時における、 ハード ウェアに関する問題の詳細を示します。

HBM ESD 対応
M0、M2、CS および RDWR ピンの HBM 許容電圧値は 1.25kV です。RocketIO™ デバイス  ピン以外のすべてのピンは 
2kV の仕様を満たしています。

FIFO16
次のシーケンスに該当する場合、FIFO16 の ALMOST EMPTY、EMPTY、ALMOST FULL、FULL フラグが適切に生
成されません。

1.読み出しまたは書き込みが、 ALMOST EMPTY OFFSET または ALMOST FULL OFFSET のしきい値に達する
2.ある読み出しまたは書き込みと、 次の読み出しまたは書き込みのアクティブ ク ロ ッ ク  エッジが同時、 または非常
に近い

ALMOST EMPTY または ALMOST FULL フラグを使用しない場合でも、 フラグが適切に動作しないため、 予想外の
データまたは無効なデータが出力される可能性があ り ます。

この問題は、 読み出し と書き込みが同時に実行されない FIFO16 アプ リ ケーシ ョ ンでは発生しません。 これらを同時に実
行するアプ リ ケーシ ョ ン用には、 問題の回避方法と してダウンロード可能なマクロが利用可能です。 ただし、 データ

シートに記載された条件を満たさない場合があ り ます。 詳細、 回避方法、 および関連するパフォーマンス情報は、 ザイ リ

ンクス  アンサー #22462 を参照して下さい。
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表  1 :  該当デバイス

デバイス

XC4VFX20CES4 JTAG ID ( リ ビジ ョ ン コード ) : 2
XC4VFX60CES4 JTAG ID ( リ ビジ ョ ン コード ) : 2
XC4VFX100CES4 JTAG ID ( リ ビジ ョ ン コード  ) : 0
XC4VFX140CES4 JTAG ID ( リ ビジ ョ ン コード ) : 0
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プロセッサ ブロック
APU コン ト ローラ
特定のインス ト ラ クシ ョ ン シーケンス後、 APU コン ト ローラが停止する場合があ り ます。 この問題の詳細、 ハード
ウェアおよびソフ ト ウェアでの回避策は、 ザイ リ ンクス  アンサー #23720 に記載されています。

プロセッサ ブロ ッ クにおけるその他のエラ ッ タおよび動作ガイ ド ラインは、ザイ リ ンクス  アンサー #20658 を参照して下
さい。

RocketIO マルチギガビッ ト  シリアル ト ランシーバ
このエラ ッ タの発行時における  Virtex-4 RocketIO ト ランシーバに関する既知の問題の詳細を示します。

8B/10B エンコード
このエラ ッ タ記載のデバイス  (表 1) では、 アナログ CDR モードで 1.25Gb/s、 2.5Gb/s、 3.125Gb/s のビッ ト  レートで
動作させる場合、 送受信したデータを 8B/10B でエンコードする必要があ り ます。

アナログ CDR の動作範囲制限
アナログ CDR モードの MGT では、2.15Gb/s ～ 2.48Gb/s 間および 4.3Gb/s ～ 4.96Gb/s 間のライン レートはサポー
ト されていません。Virtex-4 RocketIO Wizard 1.1 以降でサポート されていますので、ザイ リ ンクス  アンサー #22845 
に記載された手順を参照し、 このバージ ョ ンを入手して下さい

アナログ レシーバの動作範囲
デジタル CDR モードでは 622Mb/s と  1.25Gb/s、 アナログ CDR モードでは 1.25Gb/s、 2.5Gb/s、および 3.125Gb/s 
でテス トが実施されています。 ただし、 このエラ ッ タ記載のデバイス  (表 1) では、 3.125Gb/s を越えるビッ ト  レー
トでの動作はサポート されていません

属性設定

属性のいくつかは、 ISE ソフ ト ウェアのデフォル設定から変更する必要があ り ます。 詳細は、 ザイ リ ンクス  アン
サー #21672 を参照して下さい。 これらの属性は、 ISE 8.1i Virtex-4 RocketIO Wizard 1.1 を使用する と自動的に設定
されます。 入手方法は、 ザイ リ ンクス  アンサー #22845 を参照して下さい。

デジタル レシーバ : バッファ  バイパス モード
バッファ  バイパス  モードは、 デジタル レシーバと共に使用できないため、 デジタル レシーバを使用する際には、
バッファード  モードを使用して下さい。 表 2 に、 バッファード  モードを使用する場合のデジタル レシーバの属性を
示します .

属性の詳細は、 『Virtex-4 RocketIO マルチギガビッ ト  ト ランシーバ ユーザー ガイ ド』 の 「デジタル レシーバ」 を参
照して下さい (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug076.pdf)。

CDM ESD 対応
RocketIO ピン (TXN、 TXP、 RXN、 RXP、 AVCCAUXRX、 GNDA、 AVCCAUXTX、 VTRX、 VTTX、
AVCCAUXMGT、 MGTCLKP、 および MGTCLKN) の CDM ESD は、 250V という製品の仕様を満たしていませ
ん。 XC4VFX20 および XC4VFX60 デバイスは 150V、 XC4VFX100 および XC4VFX140 デバイスは 100V の仕様
を満たしています。

 表 2 :  デジタル レシーバの属性

属性 バッファ  モード値
RX_BUFFER_USE TRUE

RXCLK0_FORCE_PMACLK TRUE

DIGRX_SYNC_MODE FALSE
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ザイ リ ンクスでは現在、 RocketIO ピンの ESD の仕様が、 ザイ リ ンクス内の仕様値を下回るこ とを確認しており ま
す。 ザイ リ ンクスでは、 高速シ リ アル インターコネク トに対応するよ う引き続き評価し、 ESD への対応に優れた製
品をお届け致します。

リファレンス クロック
このエラ ッ タのデバイス  (表 1) では、MGTCLK 入力ピンの最大周波数は 400MHz、 Peak to Peakでの最小差動入力
電圧は 250mV です。

RXPCSHCLKOUT ポートおよび TXPCSHCLKOUT ポート
このエラ ッ タのデバイス  (表 1) では、 RXPCSHCLKOUT および TXPCSHCLKOUT MGT 出力クロ ッ クはサポート
されていません。

RXSIGDET – OOB (Out Of Band) 信号の受信時
RXCDRLOS 属性は、 『Virtex-4 RocketIO マルチギガビッ ト  ト ランシーバ ユーザー ガイ ド』 に記載の規定値および
精密度通りには動作しません ((http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/user guides/ug076.pdf)。 詳細は、 ザイ リ ンクス  アプ リ
ケーシ ョ ン ノート  XAPP732 を参照して下さい。

SYNCLK1OUT ポートおよび SYNCLK2OUT ポート
このエラ ッ タのデバイス  (表 1) では、GT11CLK の出力ポート  SYNCLK1OUT および SYNCLK2OUT から BUFG、
PMCD、 DCM への接続がサポート されています (表 3 参照 )。

静止条件での動作

次の 3 条件すべてに該当する場合、 ト ランシーバでデータの送受信が適切に行われない可能性があ り ます。
1.FPGA に電源が投入されている
2. ト ランシーバおよびレシーバの両方、 またはどちらか一方で遷移が発生していない
3.上記の (1) および (2) の状態が、 85℃ Tj で累計 400 時間または 60℃ Tj で累計 2,000 時間を越える
これは、 使用予定のある ト ランシーバに対してのみ考慮すべき問題であ り、 未使用のままの ト ランシーバへの対応は
必要あ り ません。 詳細は、 ザイ リ ンクス  アンサー #22471 を参照して下さい。

この問題に関連し、 このエラ ッ タに記載されているデバイスでは、 キャ リブレーシ ョ ン  ブロ ッ ク  (Verilog および 
VHDL で入手可能 ) の使用が必要な場合があ り ます。 どのよ う な場合にキャ リブレーシ ョ ン ブロ ッ クが必要である
かについては、 ザイ リ ンクス  アンサー #22477 を参照して下さい。

総ジッ タ

MGTCLK の周波数が 156MHz 以下の場合、 ト ランシーバでは 0.35UI 以上の総ジッタが発生します。 MGTCLK の
周波数は 200MHz 以上を推奨します。

TXENOOB ポート  – Out-of-Band (OOB) 信号の送信時
TXENOOB がアサート される と、差動出力ピン (TXP/TXN) のPeak to Peak の振幅は 65mV を超える可能性があ り ま
す。 この回避策の詳細は、 ザイ リ ンクス  アンサー #23481 を参照して下さい。

表  3 :  BUFG、 PMCD、 DCM への SYNCLK1OUT および SYNCLK2OUT
接続先 最大周波数 (MHz)
BUFG 375

DCM、 PMCD 290
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使用上の注意

ソフ トウェア要件

エラ ッ タに該当するデバイスを使用される場合は、 特記のない限り、 スピード仕様および表 4 に示すザイ リ ンクス開発ソ
フ ト ウェアのインス トールが必要になり ます.

•  ISE に関して質問がございましたら、 ザイ リ ンクス  テクニカル サポート までお問い合わせ下さい。 ソフ ト ウェアの
サービス  パッ クは次のウェブ サイ トから入手できます。
http://www.xilinx.co.jp/xlnx/xil_sw_updates_home.jsp

制約ファイル (UCF ファ イル ) でデバイスのステッピングを 「0」 または 「SCD1」 に設定する必要があ り ます。
CONFIG STEPPING = "0";

または

CONFIG STEPPING = “SCD1”;

これらの値を使用して、 ISE ソフ ト ウェアでは小規模なマクロが挿入されるため、 DCM_INPUT_CLOCK_STOP 　
の要件が削除されます。

• Virtex-4 の機能に関連する  ISE ソフ ト ウェアの既知の問題については、 次のサイ ト を参照して下さい。
http://www.xilinx.co.jp/xlnx/xil_ans_display.jsp?iLanguageID=2&iCountryID=2&getPagePath=19713

補足および推奨事項

Virtex-II および  Virtex-II Pro FPGA をご使用のお客様へ
Virtex-4 デバイスの CCLK 仕様が LVCMOS 12mA Fast スルー レートに変更されたこ とをお知らせ致します。 
ザイ リ ンクスでは、 この新しい仕様で設計するこ とを推奨します。

デバイスの確認

図 1 に XC4VFX60CES4 デバイスのパッケージ マークを示します。表 1 に記載したその他のデバイスのマーク も同様です。

表  4 :  最低限必要なスピード仕様および ISE ソフ トウェア バージ ョ ン
スピード  グレード  スピード仕様  ザイリンクス ISE バージ ョ ン

-10  v1.58  8.1i サービス  パッ ク  2 (SP2)
-11  v1.62  8.2i サービス  パッ ク  3 (SP3)

図 1:  XC4VFX60CES4 パッケージ マーク例

Virtex™-4 
XC4VFX60 ™ 

FF672 Dxx XXXX 

xxxxxxxxx 

10 C - ES4

® 
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問い合わせ先

その他すべての機能およびタイ ミ ングは、 データシートの仕様を満たしています。 
このエラ ッ タに関しましてご質問などございましたら、 弊社のテクニカル サポート
http://www.xilinx.co.jp/support/clearexpress/websupport.htm または販売代理店
http://www.xilinx.co.jp/company/contact.htmまでお問い合わせ下さいますよ うお願い致します。

エラッ タの最新版の入手について

ご覧になっている通知が、 印刷された文書、 またはお手元のコンピュータ保存文書の場合は、 最新版であるこ とをご確認

下さい。 最新版は、 次のザイ リ ンクス  ウェブ  サイ ト よ り入手頂けます。
http://www.xilinx.co.jp/xlnx/xweb/xil_publications_index.jsp?category=Errata

今後、 このエラ ッ タの内容に変更が生じた場合には、 ザイ リ ンクス  ページに登録して頂く こ とで、 アラート を電子メール
で受け取るこ とが可能となっており ます。ユーザー登録およびアラート通知の設定については、次のアンサー レコードを
参照して下さい。

http://www.xilinx.co.jp/xlnx/xil_ans_display.jsp?getPagePath=18815

このエラ ッ タは、 次の Virtex-4 関連資料に適用されます。
『Virtex-4 ファ ミ リ概要』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/publications/ds112.pdf) 
『Virtex-4 データシート 』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/publications/ds302.pdf) 
『Virtex-4 ユーザーガイ ド』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug070.pdf) 

『Virtex-4 XtremeDSP™ ユーザー ガイ ド』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug073.pdf) 
『Virtex-4 コンフ ィギュレーシ ョ ン ガイ ド』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug071.pdf) 
『Virtex-4 パッケージおよびピン配置の仕様』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug075.pdf) 

『Virtex-4 RocketIO マルチギガビッ ト  ト ランシーバ ユーザー ガイ ド』 
(http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug076.pdf)

『PowerPC™ 405 プロセッサ ブロ ッ ク  リ ファレンス  ガイ ド』 (http://www.xilinx.co.jp/bvdocs/userguides/ug018.pdf)

改訂履歴

このエラ ッ タは、 英語版 （EN042、 バージ ョ ン 1.2、 2006 年 10 月 6 日発行） を翻訳したものです。

日付 バージ ョ ン 説明

2006/02/13 1.0 初版リ リース

2006/06/21 1.1 「HBM ESD 対応」 を追加。 「RocketIO マルチギガビッ ト  シ リ アル ト ランシーバ」 以下
の見出しをアルファベッ ト順に変更し、 セクシ ョ ンを追加 : 「アナログ CDR の動作範囲
制限」、 「デジタル レシーバ : バッファ  バイパス  モード」、 「CDM ESD 対応」、 「 リ ファレ
ンス  ク ロ ッ ク」、 「RXPCSHCLKOUT ポートおよび TXPCSHCLKOUT ポート 」、 
「RXSIGDET – OOB (Out Of Band) 信号の受信時」、 「SYNCLK1OUT ポートおよび 
SYNCLK2OUT ポート 」、 「TXENOOB ポート  – Out-of-Band (OOB) 信号の送信時」、 お
よび 「総ジッ タ」 の修正。 「ソフ ト ウェア要件」 のステッピング設定を更新。

2006/10/06 1.2 「アナログ CDR の動作範囲制限」 および 「属性設定」 を更新。 XC4VFX140CES4 デバイ
スの情報を追加。 「ソフ ト ウェア要件」 のスピード仕様を更新。
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